
安東研究室

研究室場所：電気・電子・情報系棟3F パワーエレクトロニクス実験室

学生による研究室の紹介

安東研究室ではパワーエレクトロニクス(パワエレ)について研究しています。パワエレとは電力を意味するパワー
にエレクトロニクス技術から生まれたトランジスタなどの半導体パワーデバイスを適用し、それに制御システムの3要

素を融合させた広い技術範囲のことです。この技術は身近にあるエアコンなどの家庭用電気製品だけでなく、ハイブ
リットカーや新幹線などあらゆる電気製品に用いられ、省エネルギー・高性能化に役立っています。

実際の研究では実機を作る研究はもちろん、シミュレータを用いての回路設計も行っており、今まで授業で学んで
きた知識や実験実習での経験を生かした回路設計が可能です。実機ではICやマイコン, DSP(デジタルシグナルプロ
セッサ)などを使って電力を制御します。シミュレーションでは実際の回路とは違い、大電流を流しても回路が壊れる
ことがないため、失敗を恐れずに自分のアイディアを試すことができます。

卒業研究，特別研究テーマ

（卒研）フライングキャパシタを活用したクロス結線式高効率コンバータ
（卒研）フライングキャパシタを活用したクロス結線式高効率コンバータの理論解析
（特研）電子回路モデルを用いた三相電流センサレスコンバータにおける電流復元能力の改善
（特研）フライングキャパシタを組み入れたインターリーブ式コンバータ
（特研）出力フィルタの小型化を可能にする単相電圧調整器

指導教員より

安東研究室では，「パワーエレクトロニクス」という学問分野を研究しており，電圧や電流，周波数や相数などを変
換する，簡単にいえば「電源」について研究しています。電車も電気自動車もエアコンも，電気を使って動作する装置
それぞれの適切な電源を研究しています。『登校して，研究室から授業に出かけ，研究室に戻って下校する。遊びも
研究も全力で！』 そんな気持ちを持って研究に臨む気合いの入った技術者になりましょう！
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※卒業研究は5年生，特別研究は専攻科生が行います。

教授 安東 至（教員居室 : 電気・電子・情報系棟2F）

専攻科 生産システム工学専攻２年 石川 恵太

パワーエレクトロニクス, 電力変換器，モータ，制御，回路，シミュレーション

研究内容

研究室の様子
研究室は電気科棟3階で、PCルームの近くにあります。研究室の中には、

研究に必要なパソコンやオシロスコープのほかに、冷蔵庫や電子レンジ、
コーヒーメーカーなど快適な環境が整っています。パソコンは一人一人に
割り当てられており、パソコンまわりも広く、余裕をもって作業を行うことが
出来ます。

研究時間も、それぞれが協力しつつ楽しく行っており、分からないときも、
専攻科生や先生がやさしく教えてくれます。また、休憩時間には安東先生
の面白いお話を聞くことができ、とてもよい気分転換になります。
これらの環境のおかげで、1年を通して快適で楽しい研究ライフを送るこ
とができます。
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